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年  月    事     項 

＜学歴＞ 

昭和 60 年 3 月 東京農業大学農学部畜産学科          卒業 

平成 12 年 4 月 東京農工大学大学院農学研究科（修士課程）   入学 

平成 14 年 3 月 東京農工大学大学院農学研究科（修士課程）   修了 

平成 14 年 4 月 東京農工大学大学院連合農学研究科（博士課程） 入学 

平成 17 年 3 月 東京農工大学大学院連合農学研究科（博士課程） 修了 

＜職歴＞ 

昭和 60 年 4 月 株式会社日本テクニカルシステム研究員 

平成 9 年 8 月   社団法人日本ネイチャーゲーム協会理事長ｄ 

平成 22 年 4 月  東京農工大学大学院農学研究院准教授 

平成 29 年 1 月 東京農工大学大学院農学研究院教授（現在に至る）  

業

績

概

要 

学位の名称 東京農工大学  博士（学術）（平成 17 年 3 月取得） 

学位論文名 現代自然体験学習の成立と発展 

論文・著書 
論 文 44 編（最近５年 8 編）・ 著書 8 編（最近５年 4 編） 

その他 90 編（最近５年 11 編） 

学会賞等の名称  

学会及び社会

における活動 

日本環境教育学会常任理事・編集委員長（2009年 4月～2012年 3月） 

日本環境教育学会常任理事・国際交流委員長（2011年 7月～2014年 6月） 
  



（１）教育研究分野に関する主な業績（このページ内におさめること） 

（著者，題目，発表学会誌又は発行所，日本学術会議協力学術研究団体名等，巻，（号），ページ，

年の順に記載） 

＜著書＞ 

＊1. ＊降旗信一,高田研他,持続可能な地域と学校のための学習社会文化論,学文社, 1-151,2017. 

＊2. 鈴木敏正, ＊降旗信一,他,教育の課程と方法―持続可能で包容的な未来のために―, 学文社, 1-228, 2017. 

＊3. 小玉敏也,鈴木敏正, ＊降旗信一他,持続可能な未来のための教育制度論, 学文社, 1-218, 2018. 

＊4. 岩本泰,小玉敏也, ＊降旗信一,教職概論－「包容的で質の高い教育」のために―, 学文社, 1-183, 2019. 

＜論文＞ 

1. ＊降旗信一,環境思想における「発達の教育学」をめぐる考察-3.11後のリジリアンス学習に着目しつつ-,ＥＳＤ（持続可能な

開発のための教育）と自然体験学習―持続可能な社会のための教職教育・指導者育成に向けて―,風間書房, 279-296, 2014. 

2. ＊降旗信一,ESD・環境教育実践としての「食農体験学習」の思想的考察,ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）と自然体験

学習―持続可能な社会のための教職教育・指導者育成に向けて―,風間書房, 57-74, 2014. 

3. ＊降旗信一,環境思想における「教育」の位置づけをめぐる考察-J.ロックの所有・共有地概念に着目して-, ＥＳＤ（持続可

能な開発のための教育）と自然体験学習―持続可能な社会のための教職教育・指導者育成に向けて―,風間書房, 39-55, 2014. 

4. ＊降旗信一,現代自然体験学習の思想―experienceの理解を軸に―, ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）と自然体験学習

―持続可能な社会のための教職教育・指導者育成に向けて―,風間書房, 17-37, 2014. 

5. ＊降旗信一,自然保護から自然体験学習を経て自然再生学習へ―教職教育の立場から－,環境教育と開発教育 (鈴木敏正、佐藤

真久、田中治彦編）, 筑波書房,99-111,2014. 

6. ＊降旗信一,明英,農村の地域再生に向けた長期災害復興ボランティアの主体形成-宮城県石巻市立A小学校区の報告から-,自

然体験学習実践研究,2(1):7-20, 2014, 

7. ＊降旗信一,子どもの居場所づくりをどう進めるか―3.11以後の環境教育・自然体験学習論を踏まえて,総合人間学（総合人間

学会）,9,31-41,2015. 

8. ＊降旗信一,公害教育における自然体験学習―水俣公害教育史における自然体験学習実践の成立期を探る―,環境教育（日本環

境教育学会）, 25(2);16-27,2015. 

＊9. ＊降旗信一・Allen David, 新しい社会・地域教育の役割と実践展開―日本型ESDで地域の誇りを取り戻すための教師の養成

と大学の使命,共生社会Ⅱ―共生社会をつくる(共生社会システム学会), 109-123,2016. 

＊10. ＊降旗信一,岩松真紀他 , 自然環境調査学習における市民参加の意義と支援機関としての地方環境研究所の役割, 自然体

験学習実践研究,2(2), 69-88, 2017. 

＊11. ＊Ninomiya-Liｍ Sachi, Furihata Shinichi etal、Reorienting Japanese university education towards community 

resilience in the wake of disaster responsiveness, DOI:10.3920/978-90-8686-846-9、2017 年 2月 

＊12. ＊Ninomiya-Lim Sachi, Sakurai Furihata Shinichi etal、Sharing, comparing, and developing environmental education 

in Asia: For the journey to be continued、 DOI:https://doi.org/10.5647/jsoee.26.4_77、 June 30, 2017 

＊13. ＊降旗信一,金子雄、防災,復興教育から始まる持続可能な地域づくり教育における農業高校の可能性, 社会教育における

防災教育の展開,大学教育出版, 149-169,2018.  

＊14. ＊To Kimiharu, Furihata Shinichi etal、International collaborative research possibilities for environmental 

education in Asia、https://doi.org/10.5647/jsoee.28.4_77、2019/07/31 

＊15. ＊降旗信一他,総合的な学習/探求の時間－持続可能な未来の創造と探求－, 学文社, 17－24, 2020. 

＊16. ＊降旗信一, 秦 範子他,環境教育における災害の学びのあり方を考える－防災環境教育（災害と環境教育）セミナー・フォ

ーラムの開催に向けて－,環境教育（日本環境教育学会）、20(1),62-67,2020.https://doi.org/10.5647/jsoee.30.1_62 
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（２）前記（１）以外の主な業績 

（教育研究分野に関する主な業績欄に記載したものを除き、著者、題目、学術誌名（発行者等）、

巻（号）、開始及び終了のページ、発表年の順に記載） 

＜著書＞   

1. ＊降旗信一,自然案内人,ほるぷ出版, 1-180, 1992. 

2. ＊降旗信一,ネイチャーゲームでひろがる環境教育,中央法規, 1-199, 2001. 

3. ＊降旗信一,朝岡幸彦編著.自然体験学習論-豊かな自然体験学習と子どもの未来,高文堂出版

社,  1-266, 2006. 

4. ＊降旗信一,高橋正弘編著,現代環境教育入門,筑波書房, 1-221, 2009.  

＜論文＞ 

1. ＊降旗信一,環境教育実践としてのネイチャーゲームの成立と発展,環境教育,日本環境教育学

会、 12（2）：3-14, 2003.  

2. ＊降旗信一,国連持続可能な開発のための教育の十年（UN-DESD）における社会教育の課題,グロ

ーバリゼーションと社会教育・生涯学習（日本社会教育学会編・日本の社会教育第 49集）,  186-

198, 2005.  

3. ＊降旗信一,櫃本真美代,石坂孝善,伊東静一,畠山芽生, Significant Life Experiences (SLE)

調査の可能性と課題,環境教育,日本環境教育学会,15:2:2-13,2006.  

4. ＊FURIHATA Shinichi, The Japanese Trend on Implementation and Theorization of 

"Pedagogy" and "Program Development" in Environmental Education,環境教育,日本環境教育学

会,Vol.16 No.1,103-107,2006.  

5. ＊FURIHATA Shinichi, HITUMOTO Mamiyo, ISHIZAKA Takayoshi, ITO Seiichi, HATAKEYAMA 

Mei,Potentials and Challenges of Research on “Significant Life Experiences" in Japan, 

Children Youth and Environments,17(4):207-226,2007.  

6. ＊降旗信一,宮野純次,能條歩,藤井浩樹,環境教育としての自然体験学習の課題と展望,環境教

育,日本環境教育学会, Vol.19 No.1:3-16,2009.  

7. ＊降旗信一,環境教育におけるコーディネーター 学びあうコミュニティを培う-社会教育が提

案する新しい専門職像-,日本社会教育学会,181-186,2009.  

8. ＊降旗信一,環境教育研究の到達点と課題,環境教育,日本環境教育学会,Vol.19 No.3:76-87, 

2010.  

9. ＊降旗信一,持続可能な地域づくりに向けた共生教育の展望,共生社会システム研究（共生社会

システム学会編）,4巻１号:13-28,2010.  

10. ＊降旗信一. 社会教育・生涯学習関連法としての環境保全活動・環境教育推進法の課題. 教育

法体系の改編と社会教育・生涯学習(日本社会教育学会編・日本の社会教育第 54 集）. 96-109. 

2010.  

11. ＊降旗信一,食農体験学習から「農と共生の教育共同体」の創造へ―韓国・プルム実践を支え

る〈農〉と共生の教育思想にふれつつ―, 〈農〉と共生の思想 〈農〉の復権の哲学的探求,農林

統計出版,221-235, 2011.  

12. ＊降旗信一,自然体験学習における地域づくり主体形成の拠点, 自然体験学習実践研究,第一

巻3号,61-74.2011.  



13. ＊降旗信一,環境教育の目的と方法―環境保全意識向上につながる自然観察・自然体験,環境教

育（日本環境教育学会編）,教育出版,107-118.2012.  

14. ＊降旗信一,福田祥子,自然体験活動リーダー共通登録制度における社会教育・生涯学習団体の

課題,自然体験学習実践研究１巻１号,91-102,2007.   

15. ＊降旗信一,1970 年代から 80 年代にかけての自然保護教育の方法論的模索-日本ナチュラリス

ト協会の実践史より-,小川潔,伊東静一,又井裕子編著,自然保護教育論,筑波書房,103-121, 

2008.   

16. ＊降旗信一,自然体験を責任ある行動へ～自然体験学習論～,高文堂出版社. 新しい環境教育

の実践,73-105,2006.   

17. ＊降旗信一,ESD の視点からみた自然系環境教育の可能性と課題,農村文化運動,No182(農文

協) ,58-65,2006.   

18. 朝岡幸彦, ＊降旗信一,自然体験学習系環境教育の地域指導者の現状と課題,自然体験学習実践

研究１巻１号,5-25(このうち 11-23を執筆) ,2007.   

19. ＊降旗信一,農山漁村における環境教育指導者養成カリキュラムの課題,自然体験学習実践研

究１巻2号:21-35,2009.   

20. ＊降旗信一,自然体験学習実践における青少年教育の現状と課題―自然学校の成立と発展に注

目して-,現代自然体験学習の成立と発展,風間書房,32-40,2012.  

21. ＊降旗信一,ネイチャーゲームの思想的起源,現代自然体験学習の成立と発展,風間書房,25-

49, 2012.  

22. ＊降旗信一,ネイチャーゲームの歴史的展開過程,現代自然体験学習の成立と発展,風間書房. 

50-65,2012.  

23. ＊降旗信一,ネイチャーゲーム実践の構造と変容,現代自然体験学習の成立と発展,風間書

房,65-76,2012.  

24. ＊降旗信一,環境教育実践としてのネイチャーゲームの評価,現代自然体験学習の成立と発展,

風間書房,76-88,2012.  

25. ＊降旗信一,環境教育の目標と自然体験学習,現代自然体験学習の成立と発展,風間書房,89-

95,2012.  

26. ＊降旗信一,環境問題を引き起こした人間とは何か―総合人間学と環境教育学の架橋となる問

題意識―,総合人間学,第 6号.2012.  

27. ＊降旗信一,元鍾彬,韓国農村における共生型教育共同体の現状と課題―「学校から住民への貢

献アプローチ型」教育共同体としてのプルム学校の特徴―,共生社会システム研究,第 6

巻.2012. 

28. ＊降旗信一,二ノ宮リム さち,野口 扶美子,小堀 洋美環境教育の再構築に向けたリジリアン

ス研究の動向－災害に向き合う地域の力－, 環境教育（日本環境教育学会）22(2):47－58, 2013. 

 

【その他の論文・解説（書）・報告等】 

 （解説・総説等） 

1. ＊降旗信一(1992)「コミュニケーションの基礎技術、森林活動のプログラム」森林インストラク

ター入門. 全国林業改良普及協会. 278-283. 367-369. 

2. ＊降旗信一(1992)環境教育プログラムとは何か.日本型環境教育の提案.小学館. 34-37.  



3. ＊降旗信一(1994)ネイチャーゲーム 自治体・地域の環境戦略 3.ぎょうせい. 305-315.  

4. ＊降旗信一(1994)ネイチャーゲームを体験する. 環境にいいことはじめよう.中央法規. 16-19.  

5. ＊降旗信一(1995)野外レクリエーションにおいていかに環境保護との調和をはかるか.自然に

やさしい野外レクリエーションのすすめ.日本レクリエーション協会. 68-71.  

6. ＊降旗信一(1996)自然との共生・自然とのふれあい.市政 45(3): 78-81.  

7. ＊降旗信一(1998)現代スポーツあれこれ.文部時報 1464:72-73.  

8. ＊降旗信一(1998)21世紀に向けた野外活動の振興について.教育委員会月報（文部省教育助成局

監修・第一法規刊行）. 23-24.  

9. ＊降旗信一(1999)野外教育プログラムの知的財産権.野外教育指導者読本. 野外教育指導者研

究会. 36-37. 118-119.  

10. ＊降旗信一(2000)生きる力とネイチャーゲーム.指導と評価 2000年 7月号. 日本教育評価研究

会. 2-3.  

11. ＊降旗信一(2001)災害・環境に関する学びと地域づくり,社会教育全国集会、日本の社会教育実

践 62-63.  

12. ＊降旗信一(2001)冬の自然を五感で感じるネイチャーゲーム.野外教育情報９. 財団法人日本

野外教育研究所. 18-27.  

13. ＊降旗信一(2002)狭山丘陵における市民環境運動の新しい萌芽.環境教育・青少年教育研究第 1

号.東京農工大学環境教育学・青少年教育研究室. 28-36.  

14. ＊降旗信一(2002)自分にやらせてください. キャンピング.社団法人日本キャンプ協会. 88：

12.  

15. ＊降旗信一(2002)日本におけるネイチャーゲーム（Sharing Nature)活動の成立と発展.日本科

学教育学会研究会研究報告 17 (2): 7-12.  

16. ＊降旗信一(2003)暮らしとつながるネイチャーゲーム.青少年問題 2003年 8 月号. 青少年問題

研究会. 22-27.  

17. ＊降旗信一,小栗有子(2003)教育と持続可能性-グローバルな挑戦に応えて-（共監訳.レスティ

ー. 1-191.  

18. ＊(2003)翻訳 Significant Life Experience再訪：「環境への感性」の起点に関する研究の動

向（Louise Chawla著）.環境教育・青少年教育研究 16-29.  

19. ＊降旗信一(2003)『持続可能な開発のための教育の 10年』推進会議（ESD-J）の活動について.

かんきょう 2003年 11 月号：17-18.  

20. ＊降旗信一(2004) UNDESD に関する 2003年度の日本政府の動き.「国連持続可能な開発のため

の教育の 10年」への助走.持続可能な開発のための教育の 10年推進会議. 6-7.  

21. ＊降旗信一(2004)「有意義な自然体験」及び「持続可能な開発のための教育」からみた高等教

育の現状と課題.平成 15年度科学研究補助金基礎研究 C「NPO店自治体による青少年の自立支援

と自然体験学習の可能性に関する基礎研究」（課題番号 14510268 研究代表者 小島喜孝）報告

書. 105-115. 

22. ＊降旗信一(2004)日本におけるネイチャーゲーム（Sharing Nature)活動の成立と発展.平成 13

～15 年度科学研究補助金基礎研究 A「科学系博物館・野外センターと学校が連携した動的プロ
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